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　正方形の格子（等）に光源を入れて、透け感のある和
柄の風呂敷で包むという発想は、かつて強い発熱を伴う
光源しか無かった時代には、考えたとしても実現させる
ことは困難でした。まさに進化する和風家具を見事に実
現させており、優秀賞に相応しい、優れた作品です。

　扇状に展開する有機ELスクリーンという発想が、進化
する和風家具を美しく表現しており素晴らしい。さらにス
ケール感・利便性・部材・演出案までを提案しており、長
年の使用に伴う経年変化を劣化ではなく日本の伝統美と
して再解釈しようとする、まさしく文字通りの秀作です。

　県インテリア設計士協会（近藤正一会長）は、第14回イ
ンテリア設計士の家具デザインコンペ 2025 の入選者を発
表した。このコンペはインテリア・建築文化の発展と若い
学生たちのインテリアへの関心を高めるために毎年実施
しており、対象は九州各県の同協会会員と高校生、専門学
校生、大学生。全ての応募作品を同一基準で審査している。
　近藤会長は「九州内に限定することで、地域のインテリ
ア・空間デザイン・建築文化の発展につながると考えてい
る。来年度以降も継続し、各学校でのデザイン教育に役立
て、積極的な取り組みを期待している」と話した。

ぬくもりを結ぶ 廻
か い

扇
せ ん

　竹材のしなる性質を利用した椅子です。全高
校生71作品の中で１位でした。立ち上がる所作
が困難になった高齢者にとって、有り難い新機
能をもつ和風家具です。

　「まどい」は、いわば和の核心です。よくそ
こに気づきました。しかし思想を形へと進化さ
せていく段階で、分かりづらくなってしまいま
した。あと一息の作品です。

　プレゼンテーションは稚拙ですが、コンセ
プトはたいへん優れています。ぜひ精進を続
けてください。

杉眠ドーム

移
うつろい

　JIA 公益社団法人日本建築家協会 九州支部 大分地域
会のご協賛により設定された「JIA賞」受賞作品です。
　ややアジアンテイストが勝っていますが、日田杉の香
りに包まれて嗅覚で感じる小空間に和風の未来を予感さ
せられます。もし折り畳めたら、より高評価だったと思
われます。

　公益社団法人大分県建築士会 大分支部のご協賛により
設定された「建築士会賞」受賞作品です。
　ほかの作品がいわゆるオブジェクト型であるのに対
し、この作品はシェルター系家具による「和風の影」を
テーマにしている建築的提案といえます。プレゼンテー
ションも明快で美しい。

　和風家具のかたちを形

態に求めるのではなく、

軸組という構法によって

体感させる仕掛けが出色

で、審査員一同を唸らせ

ました。実際のパーツじ

たいは至ってシンプル

で、角材に穴が穿たれて

いるだけです。しかしな

がら、それらを継ぎ手仕

口のイメージをもつ様々

なジョイントで用途やス

ペースに合わせて組み上

げていくことで、前衛的

ながらも不思議と伝統的

な雰囲気を持つ家具が構

成されていきます。しか

も、実際にモックアップ

を作り上げており、さら

に仕組みや組み立て方を

分かりやすく解説するプ

レゼンテーションが非常

に優れていることから、

全会一致で最優秀賞に選

出されました。
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